
第 44 回 実践研究助成 高等学校 

研究課題 ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）教材・
カリキュラム開発の実践研究 

副題 ～ＩＣＴ機器を活用した新たな学びのスタイルの確立～ 

キーワード ユネスコスクール ESD ICT カリキュラム 

学校名 岐阜県立池田高等学校 

所在地 〒503-2495 
岐阜県揖斐郡池田町六之井２４２-１ 

ホームページ 

アドレス 
https://school.gifu-net.ed.jp/wordpress/ikeda-hs/ 

 

１．研究の背景 

本校は、各学年４学級、４７７名の生徒が在籍する普通科高等学校である。 “Global Welfare（地域・国際社会の中

でよりよく生きる）”を学校理念とし、「持続可能な社会の発展に貢献できる人間の育成」を教育目標として掲げ、平成

２７年度岐阜県内公立高校で初めてユネスコスクールとして認定され、ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）活動に

取り組んでいる。揖斐郡池田町にある唯一の高等学校であり、在籍生徒の約６５％が地元から通い、卒業後は生徒

の多くが地元で生活し、地域で活躍する人材を排出する学校としての役割を果たしている。高齢化が進む中で、地域

の持続的な発展の核となり、地域と連携・協働した活動に取り組み人材を育成することが地域からも強く期待されてい

る。 

福祉・国際・環境の３分野でＥＳＤ活動を積み重ね、主体的に学び、自ら判断・行動できる生徒が着実に増えてきて

おり、教科・特別活動等を横断的に関連づけたＥＳＤカレンダーを作成したり、ＥＳＤ職員研修会、海外研修、科学部、

家庭クラブ、ボランティア会の活動を積極的に進めたりして成果を上げている。 

現時点での本校のＩＣＴ環境は、情報科教室に固定パソコン４０台、校内無線ＬＡＮの整備、プロジェクター３台があ

るという状態である。今回の研究助成により、教室へ自由に持ち運ぶことができ情報を瞬時に収集し活用できるＩＣＴ

機器を利用した学習環境を整えることができれば、学びの質が飛躍的に高まると確信している。また、活動を記録とし

て整理することで、活動を振り返るだけでなく、ＥＳＤの教材を深化し発展させていくことができると期待している。 

 

２．研究の目的 

今回の研究では、ICT機器を積極的かつ効果的に教育実践に導入し、これまで行ってきたＥＳＤ活動をデジタルア

ーカイブとして体系的に整理するとともに、それらのデジタルコンテンツを活用して「自ら地域の課題を見つけ、学び、

考え、地域の望ましい在り方を具体的に地域に発信していく」学習活動を「総合的な学習の時間」に「探求・ＥＳＤ」とし

て位置づけ、実践研究を行うことを目的とした。これまで行ってきたＥＳＤ活動の内容を全校生徒に広めることができ、

今後の活動内容もタブレットに蓄積していくことができる。さらに生徒自身は、課題を発見し解決する活動を通して地

域との繋がりを実感し、自己肯定感を高め主体性を身に付けていくことが期待できる。 
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地域貢献活動 

３．研究の経過 

 

月 内容・方法 
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３月 

職員研修 

・ＥＳＤで育てたい資質・能力  ・ＥＳＤ探求学習の目標、年間計画 

・ＩＣＴ教育推進委員会の発足  ・タブレット PC 購入手続き 

 

総合的な学習の時間（探究・ＥＳＤ）とＬＨＲ 

・学年ごとにオリエンテーション 

（ＥＳＤについて、探究学習について、目指す姿の提示、これまでの活動紹介） 

 

・課題発見に向け意見交流 （タブレット端末で過去のＥＳＤ活動参照） 

・探究する課題・グループ編成決定                       ルーブリック評価① 

 

ＥＳＤ週間（校内授業公開週間）の実施 

（保護者や地域の人が参加、アンケート実施） 

 

ＩＣＴ教育推進委員会（通常授業でのタブレット使用方法の検討） 

 

 

総合的な学習の時間（探究・ＥＳＤ）での「ＥＳＤ探求学習」 ：全学年対象                 

・情報収集 （タブレット端末及び情報科教室で） 
 

総合的な学習の時間（探究・ＥＳＤ）での「ＥＳＤ探求学習」：全学年対象 

・課題解決に向けての具体的な取り組み考察 （タブレット端末に活動内容を記録）            

 

総合的な学習の時間（探究・ＥＳＤ）での「ＥＳＤ探求学習」 

・ポスター、プレゼンテーション作成の準備 （タブレット端末及び情報科教室で） 
・第２回ＩＣＴ推進委員会 

 

ＥＳＤ週間（校内授業公開週間）の実施 

（保護者や地域の人が参加、アンケート実施） 

 

 

総合的な学習の時間（探究・ＥＳＤ）での「ＥＳＤ探求学習」 

・ポスターセッション、プレゼン発表会 

・発表会の振り返り 

 

・考えの更新 （タブレット端末の記録を更新） 

・自己評価・振り返り                                ルーブリック評価② 

総合的な学習の時間検討委員会を発足 

 

・第２回総合的な学習の時間検討委員会 

・今年度のＥＳＤ活動のまとめ、タブレットへ集約 

・来年度への引継ぎ準備 （タブレット端末の記録を整理）  
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４．代表的な実践 

本研究の内容は大きく分けて二つである。 

（１） これまで行ってきたＥＳＤ活動をタブレット端末に集約し、整理する。 

（２） 総合的な学習の時間で「地域探究学習を行う」 

 

（１） 

ニュージーランド研修報告 海外研修（インドネシア）報告 

 池田町と連携して行っているニュージーランド研修、ＥＳＤ国 

際交流プログラムで参加したインドネシア海外研修の報告をしま 

した。生徒が現地で撮った写真をタブレットに集約し、発表原稿 

を考えて全校生徒の前で発表しました。自分達でタブレットを扱 

いながら、堂々と発表しました。これまでこのような発表は行っ 

たことがなく、他の生徒にとっても良い刺激となりました。今後 

も海外研修のデータを蓄積していきます。 

 

キャリア教育発表会 

池田町の支援を受けて、キャリア教育プログラムの一環とし 

て課外授業「学校を飛び出して、地元で活躍するオトナを取材 

しよう！」に参加し、活動してきました。その成果をまとめた 

プレゼンテーションを行い、「どんなところへ取材に行ったの 

か」「取材を行っての感想」「記事で注目してほしい部分」「こ 

の課外授業を通して学んだこと」などを、写真や小物を用いな 

がら、身振り手振りを交えて発表しました。聞いている生徒た 

ちも仲間の奮闘ぶりに感嘆すると同時に、キャリアについて考え、先へと進んだ様子に触発されたようでした。

このデータも毎年蓄積していきます。 

 

校外での発表会 

 中学校の出前授業の時には、池田高校が行っているＥＳＤ活動 

の様子を紹介した。中学生に池田高校でのＥＳＤ活動を紹介する 

ことは少ないため、とてもいい機会になった。これも生徒自身が 

タブレットＰＣを使って作成したプレゼンを使って発表した。 

 

 科学部は、岐阜県天然記念物に指定されている中川ハリヨ生息 

地における水温のモニタリングや生息数の定期的な調査について 

等、様々な機会でプレゼンを行った。生徒達は、地域に貢献して 

いる誇りと自信を感じることができたと思います。 
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（２） 

総合的な学習の時間 

 水曜日５限 総合的な学習の時間での探究学習開始。 

今年度は「池田町が抱える問題を考え、その解決法 

を高校生らしい視点で考えプレゼンしよう」「沖縄の 

歴史についてさらに探究し、プレゼンをしよう」「岐 

阜の先人ポスターを制作し、プレゼンしよう」の３テ 

ーマに絞って活動した。まずは、目指す姿この活動で 

身に付けてほしい力を提示し自己評価を行った。テー 

マの希望調査を取り、グループを編成し、調べ学習活 

動を開始した。そして各グループに分かれて、さらに細かいテーマを決めさせた。池田町について調べている

グループでは、少子高齢化・飲食店・若者の集まる場所・池田町の名物・ＳＮＳの活用・交通安全など様々な

テーマが出た。それについて調べ理解を深めていった。 

 

 ある程度調べ学習が進んだら、次はそのテーマでの 

プレゼンテーション作成を開始した。パワーポイント 

を使用し、何でもインターネットから抜き出すような 

方法ではなく高校生らしい独自の視点で問題解消に立 

ち向かえるようにすること。また、伝わりやすい精選 

された内容になるようにすることを意識させた。タブ 

レットは３～４人に一台使用することができ、グルー 

プでのプレゼン作成には十分だった。 

 パワーポイントが完成したら発表会を行った。内容 

だけでなく声の大きさ、言葉遣い、発表態度、意見を 

分かりやすく整理し聞き手にとって理解しやすいか、 

プレゼン資料が分かりやすいかなどの評価項目を作り、 

お互いに評価し合った。そして自分達にできる地域貢 

献活動はどのようなものか、どうやって地域と関わっ 

ていくべきかなど、全体で話し合った。 

 

その他、授業で使用や委員会、視察の様子 

Ⅰ.今年度から、各教科から１名が集まり開催するＩＣＴ推進委員会を立ち上げた。３回開催し、効果的なＩＣ

Ｔの使い方について話し合った。 

Ⅱ.タブレットＰＣを導入したことで、総合的な学習の時間だけでなく普段の授業でＩＣＴを活用する先生が

多くなった。すべての教科でタブレットＰＣを使った授業をしていただいた。固定のデスクトップＰＣと違

い、持ち運びができ校内どこでも使用することができる、複数人で共有しやすい、一度作ってしまえば何度

でも活用することができるなど好評であった。 
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1 2 3 4 1 2 3 4

① 6% 27% 58% 10% → 0% 14% 50% 36%

② 3% 32% 54% 11% → 0% 9% 49% 41%

③ 4% 25% 61% 10% → 0% 13% 49% 37%

④ 1% 37% 55% 7% → 0% 16% 56% 27%

⑤ 0% 37% 52% 11% → 0% 17% 41% 40%

１.当てはまらない　２.あまり当てはまらない　３.当てはまる　４.かなり当てはまる

実施前（今までの総合学習） 実施後（探究学習を実施して）

Ⅲ.ＬＩＮＥを使って海外研修先のニュージーランドと交流することができた。 

ⅳ.同じくパナソニック教育財団様の助成を受けている先進校を視察した。 

Ⅴ.修学旅行の事前事後学習では一部のクラスでタブレットを使い行った。 

Ⅰ             Ⅱ              Ⅱ 

 

 

 

 

Ⅲ             ⅳ              Ⅴ 

 

 

 

 

 

５．研究の成果 

一番大きな成果は、ＩＣＴの活用が活発になった結果、生徒の話し合いや他人との関わり合いの機会が増加し、主

体的に学ぶ姿勢や学び方が身についた様子が感じられたことである。ここで探究学習実施前と実施後に集計した自

己評価シートで特に評価が高くなった項目をピックアップした。 

①活動内容は自分の興味・関心や進路に結びついている。 

②活動内容が学習意欲の向上につながっている。 

③活動内容が自分の将来役立つ活動になっている。 

④現状を分析し、目的や課題を明らかにする力がついた。 

⑤必要な情報や資料を得るための手段を考え、行動することができる力がついた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような結果が出たことは大変良いことであった。また、ＩＣＴ機器整備が徐々に整備されたことにより教員側の意識

も変わり、総合的な学習の時間や授業改善について話し合いを行う機会が多くなった。そして来年度以降の総合的な

学習の時間のベースを確立することができたのではないかと思う。今年度の活動内容はタブレットに集約してあるた

め、来年度以降下級生が引き継ぎ、さらに内容を深めていけると期待している。協働学習、個別学習、一斉学習のど

の場面で、どのように導入すれば、より効果的にＩＣＴ活用ができるかは今後も教員同士で研究し模索していかなけれ

ばならない。 
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６．今後の課題・展望 

 今後の課題は地域との繋がりをさらに深めていくことである。探究学習と地域貢献活動の繋がりを強め、地

域の方と実際に触れ合う機会を増やしていかなければならない。現時点では一部の生徒、1 部の授業でしか地

域で実践・参加した活動ができていない。池田高校全体が地域と連携し、生徒が地域の方とふれあい、自分た

ちの取り組みが地域に貢献していると感じられるプロジェクトを考えたい。 

また本校は、近隣の岐阜経済大学・大垣女子短期大学と教育連携の協定を締結している。地元の自治体（町、町

教育委員会、自治会）とも密接に連携しているが、その外部教育資源を活用し、協働してＥＳＤ探究学習の知見と技能

を向上させていきたい。自ら地域の課題を発見する場面や、課題解決に向けた実際的な手立てや理論的な研究など

の解決策を考えていく上で、外部の人たちと協働して考えたり助言を受けたりする場面でタブレット端末は大いに役立

つと期待している。 

 

７．おわりに 

今後も地域活動の中でＩＣＴを積極的に活用し、どのような効果を上げられるか検証していくなかで、多くのデータを

蓄積し、池田高校のＥＳＤ教材を作り上げていきたい。今回助成をいただくことで、総合的な学習の時間等でＩＣＴを活

用した様々な活動をすることができた。本当にありがとうございました。 

 


